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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

・9/20・21、院内研修実施予定

・9/21 13：30～、法人の防災被災訓練を実施予定。参加予定者：櫻田

・中村寿昭様の担当は小島(木村･小島･中村)になります。

9/21中村寿昭様の退院療養検討会(9/30退院予定)⇒参加者：小島

・9/21　14：30～外来アウトリーチ事業で五日市規様と面談のため三浦ＰＳＷが来所予定。

・9/25法人研修実施予定

・10/1　13：00～看護科学術研究の演題を発表します。抄録とパワーポイントの準備をお願いします。

· 10月2日（火）11：10～11：40、17：10～17：40看護グループ内研修　
場所：病院２階会議室、対象：看護新人、テーマ：「外傷受傷時と創傷管理」
対象者以外でも、応急処置に自信がない方や興味のある方は参加してください。
・うみねこ幸房からの食事アンケート

⇒デイナイトの人は、青風荘スタッフでアンケートを実施します。

・業務日誌は、モーニングミーティング時に提出するため、遅番勤務者が鍵を返す時に打ち出しするようにしましょう。また、書式に修正が入ります。詳細が決まり次第、上野ＳＧＭより連絡があります。

・テキストや経過記録を作成する時間をスタッフ各自に割り振っていきます。

・1階喫煙室のドアとパーテーションの取っ手の修理が完了しています。

・9/20(木)　プログラム週間予定表および曜日別グループ分けを印刷予定です。入力をお願いします。

・在庫管理⇒1日の最後に、当日使用したものを入力しましょう。ハイターなどは手を付けた時点で、在庫数を減らして下さい。

・デイケアの来所時間記入用紙を廃止し、健康チェック記録用紙を作成していきます。

＜利用者様情報＞

　　　大久保恒夫様…歩行姿勢の傾きや左腕の内旋、左足の回内など、左半身の異常がみられる。本人に伝えるが自覚症状はない。ここ数日、血圧が高いため、主治医に伝えるようにスタッフから話をしていた。外来受診時に主治医から、次回頭部ＣＴを撮ると話があったとの事。

田向玲美様…祖母様が亡くなったとの事。病気のことも考慮し、親戚より葬儀は出なくても良いと言われ、デイケアに出席している。デイケアで孤立していることが気になるとの事。実際に他利用者様からのけ者にされている様子。スタッフから他の利用者様ともコミュニケーションを取ってみるように提案したところ、プログラム中に他利用者様に積極的に声を掛けている。その後、表情の硬さなく笑顔が見られている。

東海林康之様…眼科受診や生活保護を使用せずに、メガネ店でメガネを購入している。今後、メガネが合わない場合には生活保護に相談するように伝えている。

谷川実義様…運動や生活リズムを整えるためにデイケアを1日1時間利用したいと話されている。通所ではそのようなサービスを提供していないため、主治医と相談する事や、青山荘・青明舎のプログラム利用を提案していく。

清水泰雅様…主治医より青山荘の利用を考えるように話しがあったとの事。日中の利用か宿泊型の利用かは決まっていないが、本人は宿泊型だと思っているよう。

繁名和恵様…朝から冷水を飲み続けて、「体は暑いけどお腹は寒いので、青山荘に帰ります。」と話されている。冷たい物を摂取するのを控えて、外側から冷やすように伝えている。

駒木洋士様…気分が上がってきており、口調は落ち着いているが話を切ることができない様子がみられている。上がり気味であることは本人も自覚しているとのこと。

倉石ヨシエ様…青風荘より、血圧高値、徐脈があると申し送りを受けている。午前中は活気無く、プログラムの移動を促すが「いい」と話されており、椅子に座って休まれている。11:25血圧測定実施。136/57㎜Hg、脈拍38回/分で徐脈見られ、休養と水分補給を促し、静養室で横になり休んで頂いている。吐気、眩暈は無いが倦怠感があるとの事。11:50血圧136/54㎜Hg、脈拍37回/分。その後も静養室で休んで頂くが状態改善せず、早めに青風荘に帰荘し、休んで頂く。水分量と排泄状況を確認し、適度な水分補給を促し、体調確認を行っていく。また、関係機関に情報提供していく。

＜外来情報＞

　　　青木紀子様…血圧が低いため、青山荘でこれから1週間起床時と就床時に血圧測定をする。

　　　鈴木茂子様…9/22（土）ぶどう狩に参加するため、訪問看護は休むとの事。

　　　秋山和子様…SSTと栄養指導に入りたくないとの事。

　　　本多富美様…アルコールは飲んでいないとの事。

　　大久保康弘様…「読書していると幻聴はないです。辞書を見ながらなので、1日2ページしか進まない」と話されている。

　　　　中村茂様…お風呂に入りたくないと話されている。

　　八木橋牧男様…アルコールは飲んでいないとの事。

　　　清水頭翼様…特に変化は無い。2週間に1回行っているハロマンスの注射を本日施行。

　　　　平京子様…中性脂肪が高く、内服薬が処方されている。

<勉強会>　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当：中村

防災について

１．意義

災害時、利用者様の生命を守る為、各スタッフが冷静に対応することが求められる。各スタッフは、①火災報知器で出火場所の確認②出火場所を探し火災現場の状況確認③初期消火④消防通報⑤施設内への通報⑥区画形成⑦利用者様の避難誘導と残留者の確認⑧人員確認⑨防火管理者への報告を行なわなければならない。

２．目的

利用者様の生命の安全を図る。

３．災害発生時（火災）の行動

	１．出火場所の確認　　　　　火災報知盤で知る

	２．出火現場の確認　　　　　出火現場を探し状況確認

	３．初期消火　　　　　　　　 　消火器使用

	４．消防通報　　　　　　　　　 火災報知装置かPHS使用

	５．施設内への通報　　　　  放送機使用

	６．区画形成

	７．利用者様の避難誘導と残留者なしの確認

	８．人員確認

	９．防火管理者への報告（１７時以降はチーフ）


■青陽館　緊急行動の手引き

１．出火場所の確認

火災警報機の警報音を聞いたら「出火場所の確認」。

①自動火災報知設備の受信機のある１階スタッフルームに駆けつける。

②受信機の火災報知器連動操作盤の明かりがついているところを探し、警戒

区域図面と合わせて見て出火場所を確認する（指差し呼称２回）。

※スタッフの内１人（ＤＣリーダーかＮＣリーダー）が、各スタッフにどのような順路で出火場所を探すよう指示する。
２．出火現場の確認

消火器を持って、出火場所へ急行する。

※出火場所を見つけたスタッフは、「○○が火事だ。○○から避難して下さい。」「○○が火事だ。○○から避難して下さい。」と、他者に聞こえるよう大声で出火場所と避難方法を叫び利用者様のところに戻るスタッフと、初期消火を行うスタッフに分かれる。また、館内放送を使用し、全員に火災である事を周知する。

３．初期消火

現場確認の時に消火器によって行う。

※事前に消火器の使い方を熟知しておくこと。

消火できれば終了。消火できなければ、「初期消火失敗」と声を出して言い、

すぐ「消防機関への通報」などの行動に入る。

４．消防機関への通報

消火器での消火がうまく出来なかった場合、直ちに火災発生を消防機関に通報し（通報例文を利用）、SGM（不在時は、JGMかその日のリーダー）に連絡。
報告を受けたSGM（不在時は、JGMかその日のリーダー）は、防火管理者とAOMへ連絡。

１７時以降はチーフへ報告。
※この通報時に警戒音を停止する（音響停止スイッチの音響、地区音響の赤い２個のスイッチを押す）。
※事前に音響停止スイッチを連動操作盤の実物で操作してみておくこと。消防機関（１１９）へは火災報知装置を使用するか、PHSで「００１１９」をダイヤルすれば通じる。
※事前に火災報知器装置の使い方を熟知しておくこと。

５．施設内部への情報伝達

次に施設内に火災の状態、避難の仕方、避難先を放送する。通報例文を利用し３回以上繰り返すこと。

６．区画形成

防火区画形成のため、手動で防火扉を閉める。（防火扉：各階の階段のドア、外部との通用口）

※「出火場所の確認」「消防通報」「施設内部への情報伝達」などは１階スタッフルームで同時操作できる項目である。
７．利用者の避難誘導と残留者なしの確認

各階とも下記の①か②のルートで避難する。
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①内部の段階から１階に降り　　　　　１階喫煙所隣の非常口から戸外に避難する

正面玄関から戸外に避難する

浴室側非常口から戸外に避難する

②浴室側の非常口から外階段を使用し１階に降り避難する

※各室、残留者がないか確認しながら利用者を誘導し残留者のいないことを確認する。
※使用者の名簿を（夜間は懐中電灯も）携帯するのを忘れないように。
※１階喫煙所隣の非常口と３階非常口は、取っ手のプラスチックカバーを捻り破損し、中鍵を外して開く。これは現場で事前に確認しておくこと。
８．人員確認

戸外に誘導した利用者を安全な場所に誘導し、人員の確認をする。この時、欠員があれば、名簿で欠員者氏名を確認し、捜索する。

９．報告

①避難場所人員を確認しSGM（不在時は、JGMかその日のリーダー）へ伝える。

②報告を受けたSGM（不在時は、JGMかその日のリーダー）は防火管理者とAOMへ報告する。１７時以降はチーフへ報告。

■青陽館について

住　　所：八戸市田面木字赤坂３５－６８

電話番号：０１７８－２７－２０１６

説　　明：「国道１０４号、八戸自動車道の出入口角の青南病院の上方です」
